








〈要旨〉

我々はこれまでの研究で、抗ホロセルロプラスミンモノクローン抗体(CP60)を開発し、こ

れを利用した酵素抗体法によるホロセルロプラスミン測定系を開発してきた。この方法は

正常人とウィルソン病患者を区別し、ウィルソン病患者を診断するのに優れた方法である

ことをこれまで示してきた。その一方で、濾紙血液を用いたマススクリーニングヘの応用

を実施するには、抽出から測定に至る手技を簡略化することが最も重要な課題であった。

そこで本年度の研究では、濾紙血検体を用いたホロセルロプラスミンの直接測定法を開発

した。これによって血液濾紙片から測定用プレート上で直接セルロプラスミンを抽出する

ことが可能になり、現在実施されている新生児マススクリーニングと同様の手技でのホロ

セルロプラスミンの測定が可能になった。新生児期濾紙血によるマススクリーニングのパ

イロットスタディを、検査センターレベルで進めていく上で、今回の測定法の改善は重要

と思われる。


